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足羽山公園の成立と場所の政治学
一一ー福井市における近代公共空間の形成に関する一考察一一
Historical foundation of Asuwayama Park and politics of “ place" 





1999 年 9 月でもって公園開設 90 周年を迎えたものの、あまりよく知られていない。そこで本稿では、







































らの「公園なんてもういらないJ 5) とか、「まちがいだらけの公園づくり J 6) という痛烈な発言におい
て、直面する現実的課題が浮き彫りにされてきている。また近年活発化しつつある住民参加によるま
ちづくり活動のなかで、「住民による公園づくり J 7) も着実に拡がってきているようである。以上の
ような現状の問題性を汲み取った上で、「人間環境」の新たな創造にむけた基礎的考察のーっとして、
本稿では、福井市民にとって最も知られている足羽山公園を取り上げることにする(図・1.)。
福井市総合公園としての足羽山公園は、今年 1999 年 9 月で開設 90 周年を迎えた。明治 42(1909) 
























































園 J をめぐる状況からいっそう鮮明に理解することができょう。日比谷公園は、明治 17(1884) 年の 〆










図版出典:白幡洋三郎(1995) ~近代都市公園史の研究 欧化の系譜』恩文閣出版 p.209












は間違いなのである。正しくは rpublic GardenJ なのであり、それを明治初期の行政官がそのまま直
訳して「公: PublicJ r 園: GardenJ になったわけである。その初出は、明治 3 年に横浜の役人と外国























































































②明治 6 年招魂社の創設 14)
そこで足羽山における帝国の祝祭のまず第一は、招魂社の創設である。
幕末・維新における戊辰戦争などの政争のなかで生まれた「国事殉難者」の招魂を目的として、明
治 2 (1969) 年に明治天皇による「東京招魂社(後の靖国神社) J 創設に発端して、僅か二、三年のうち
に全国各地に 100 を超える招魂社が誕生したのである。この越前福井では、元藩主の松平春獄と藩知





治 6 年 7 月には、墓標に代わって社殿を造営し、足羽山の招魂社は正式に誕生したのであった。明治
の時代には戊辰戦争のほか、西南戦争や日清・日露の戦争のたびに、この足羽山の招魂社において、






































































































































































































































































図版出典:福井新聞明治 1 6 年 3 月 18 日付
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である。さらにより視覚的に重大な意味を持つ記念行事としては、明治l3 (1880) 年 4 月に足羽神社











この明治 13 年 4 月の 「継体天皇 1350 年記念祭J が発端になったのであろうか、続く明治 16 年 3
月には、継体天皇の聖蹟 18) を後世に永く伝え遣すことを目的として、「継体天皇像J の建設が具体的




見つかったために設置作業は混乱したが 19)、同年 11 月頃には設置が完了したようである。そして翌

























足羽山公園の開設は、明治 42 (1 909) 年 9 月の皇太子殿下福井行啓を記念した二大事業のーっと
して、福井市立商業学校の校舎新築とともに計画された。そこでまずこの福井行啓の全体の紹介から
当時の行啓あるいは行幸のもつ政治的意味を考察し、次いで足羽山公園の開設へと考察をすすめたい。







図版出典 『福井の百年』福井新聞社 1 963






午前 07 時 50 分
午後 12 時 26 分
午後 02 時 40 分
午後 03 時 13 分
前 06 時 00 分福井停車場御発
午前 08 時 12 分 敦賀停車場御着車
午前 気比神宮 ・ 金崎宮 ・ 金崎城士止・ 高象閣
午後 松原公園 ・ 敦賀商業学校 ・ 歩兵第十九聯隊
午後 03 時 30 分 敦賀停車場御発車
午後 05 時 36 分 福井停車場御着車
川抽 . 全公n7
9 月 20 日
9 月 21 日
9 月 19 日
間 07 蒔 50奇福井1亭車場御発車
午前 08 時 14 分 鯖江停車場御着車
午前 歩兵第三十六聯隊
午後 12 時 45 分 鯖江停車場御発車
午後 01 時 08 分福井停車場御着車
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果、漸く実現がかなったという経緯がある。つまり政府からの 「上から j 与えられた計画ではなく、
北陸の各県から自主的に出された「下から」の要請によって生まれたものであった。
この皇太子巡啓の情報が福井の庶民に新聞を通じて伝えられたのは、前年の 12 月頃からであろう
が、具体的な日程については未だ不明で、 9 月予定とだけ知らされた 24)。年が明けてから、福井各地
の行啓準備の模様が時々新聞紙上に載り出した。そして一月前の 8 月からは連日の福井新聞に「奉迎
準備録」が連載されるが、そのなかでも当日の県民の「心得J 記事や警備体制が度々載るなど、福井
県内の雰囲気が緊張してゆくような様子が伝えられて く る 。 またいよいよ 9 月に入ってからの紙上で
は、明治 11 年の明治天皇行幸が振り返られる記事があったり、また「行啓前記」として訪問先の施
設紹介が連載され、そこにこの記念事業として開設される「足羽山公園J も取り上げられたお)。そ
して当日の具体的な訪問先や宿泊所、奉迎のための一連の行事などを含む 9 月 18 日から 23 日までの
全日程 26) の詳細な予定が福井新聞紙上で正式に公表されたのは、 7 日前の 9 月 11 日のことであった















図-14.) 足羽山の公園整備の模様① 市民総出の参加 図ー15.) 足羽山の公園整備の模様②郷土力士の参加
図版出典 『写真集福井』図書刊行会 1979 p.85 図版出典 : ~福井の百年』福井新聞社 1963
図-17.) 足羽山公園開設の賑わい:招魂社付近 図-18.) 継体天皇像と皇太子殿下の展望台







































































































































































































































































































































































































































































































の実現は財政的な問題が大きく進展しなかったようで、結果的にはこの明治 42 年 9 月の皇太子行啓
まで待たねばならなかったのである。
そこで足羽山を「公園J として整備し直し、新たな近代公共空間として成立させるために、当時東
京市公園課の専門職員であり全国の都市公園政策の中心的指導者であった長岡安平 (1842・ 1925) に、
この設計が依頼された 30)。長岡は、さまざまな設計条件に応じて「洋風J と「和風j を巧みに使い


















なおさらに付け加えておくと 当時の記録である「足羽山公園施設記J 31) によれば、明治 42 年 7
月 7 日に市長の式辞をもって公園整備作業が開始され、市民総出の参加によって 9 月 16 日まで続け











































1) r 人間環境学J という学際的研究の現代動向については、例えば、京都大学大学院の人間・環境学研究
科の新設を始め、九州大学や奈良女子大学、お茶の水女子大学などの場合が、それをよく顕示していよう。
さらに来年の平成 12 年 4 月から、愛知県岡崎市に「人間環境大学j が開校する予定である。
2， 3) 竹市明弘ほか編 (1999) ~人間環境の創造(人間環境学シリーズ①) Æ 頚草書房 p. ii-iii
4) ホルクハイマー・アドルノ(徳永訳H啓蒙の弁証法 (1947)Æ 岩波書店 1990
5) 白幡洋三郎 (1991) r公園なんてもういらないJ 中央公論 91 年 7 月号， p.184・ 197
そのほか、閉じ論者による 「お上がつ くる公園の時代は終わったJ 中央公論 92 年 3 月号， p.204・217 や『日
本文化としての公園』八坂書房 1993 においても同じ視点から論究されている。
6) 青木宏一郎 (1998)~まちがいだらけの公園づくり』都市文化社
7) 小野佐和子 (1997H こんな公園がほしい~住民がつくる公共空間-Æ 築地書館
8) 本稿の主旨とは異なるものの、足羽山公園の利用実態に関する調査が既に報告されており、参照させて
いただいた。福井地域環境研究会 ・ 緑分科会 ( 1984) r足羽山をさぐる J 同会誌 4 号 p.50-62
9) r場所の政治学」という視座については、荒山正彦ほか著 (1998) ~空間から場所へ 地理学的想像力の探究』
古今書院から直接示唆を受けた。またこのような「政治学」という使い方については、現代思想研究の
上で既に定着しているようである。例えば、磯崎新 (1989H建築の政治学』岩波書店や吉見俊哉 (1992H博
覧会の政治学』中公新書、多木浩二 ( 1994H都市の政治学』岩波新書、佐藤道信 ( 1999) ~明治国家と近代美術
美の政治学』吉川弘文館などがある。
なお、本稿の視座と関連する拙稿を本誌前号に投稿してあるので、参照していただきたい。拙稿(1998) 
「能登半島の風土と植生 一風景論への一つのアプローチー」日本海地域の自然と環境第 5 号，p.71 ・81
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10) この章を執筆するに際して、白幡洋三郎 (1995H近代都市公園史の研究 欧化の系譜』思文関出版を始め、




られただけである。例えば、田村剛 (1918H造園概論』成美堂や同 (1925) ~造園学概論』成美堂、さらに上
原敬二 (1924H造園学汎論』林泉社がある。
1 )具体的なことについては、柴田知明 (1983) ~足羽という地名』明治書院や驚藤優 (1960H足羽山の古墳』
福井考古学会、足立尚計 (1996) r足羽神社と阿須波神j 福井市立郷土歴史博物館研究紀要第 4 号などを
参照されたい。
12) 小野正敏 (1997) ~戦国城下町の考古学 一乗谷からのメッセージ』講談社選書メチエを参照した。
13) 玉置伸吾 (1997) r越前福井城内濠の縄張り J 日本建築学会計画系論文集第 495 号を参照した。
14， 15) 村上重良『慰霊と招魂 靖国の思想』岩波新書 1974 と小堀桂一郎『靖国神社と日本人~ PHP 新書 1998
などをここで大いに援用させていただいた。
16) ~福井県神社誌』福井県神職会昭和 11 年を参照した。
17) 石橋重吉 (1935H継体天皇と越前』岐菜文庫を参照した。
18) 天皇の聖蹟をめぐる政治的イデオロギーについては、キト晋雨 (1990) r明治天皇の聖蹟保存について」歴
史評論 478 号 1991 や住友陽文「史蹟顕彰運動に関する一考察」日本史研究 351 号 1991 などを参照した。
19) 福井新聞明治 16 年 10 月 II 日付。
20) 福井新聞明治 17 年 6 月 15 日付。
21) 継体天皇像の設置年代については、いろいろな歴史書や案内書などでそれぞれ、明治 16 年と記したも
のと明治 17 年と記したものとがあって、統一されていないのが現状である。現在の継体天皇{象に向かつ
て右側にある記念標には、明治 16 年と明記されてある。詳しい事情については本文中に書いたように、
明治 16 年 3 月頃から具体的な計画が進行し、同年 10 月頃には設置が完了したものの、作業中に古墳の石
棺などが発見されたことから、正式な落成は翌年の 6 月まで持ち越されたのが実状のようである。このよ
うな事情のために、明治 16 年と記したものや明治 17 年と記したものとが出てきて、設置年代に混乱が生
じたものと思われる。本文では、以上の実状を考慮の上に、記念標の年代をも重視して、継体天皇像の設
置年を明治 16 年とすることにした。
22) r天皇の視覚化J の持つ政治性については、多木浩二 (1988) ~天皇の肖像』岩波新書や T フジタニ(1994) 




また大日方純夫 (1982) r天皇巡幸をめぐる民衆の動向J 地方史研究 32 巻 l 号や、朴晋雨 (1988) r天皇巡
幸からみた天皇崇拝と民衆」日本史研究 309 号なども参照した。
24) 福井新聞明治 41 年 12 月 15 日付。
25) 福井新聞明治 42 年 9 月 16 日付。「行啓前記六 足羽山公園」
26) この行啓日程は当初、 9 月 15 日から 20 日までの予定で計画され、 8 月 29 日付の福井新聞紙上で公表さ
れていた。さらに 9 月 l 日付の紙上には、その詳細な列車時刻の計画表までが出されていたのに、それが
突然に 9 月 5 日付の紙上で 3 日間の延期が報道されて、至急計画がずらされた模様である。こうした背景
で、最終的な全日程が 9 月 11 日付の福井新聞紙上に載ったわけである。
27) 橋爪紳也(1998) ~祝祭の帝国』講談社選書メチェには、帝国の創出を可視化してゆく奉迎門や花電車な
どの祝祭装置が考察されており、興味深い。
28) 福井新聞明治 17 年 4 月 5 日付。この内容の記事は、時期的なことを考慮してみると、足羽山に「継体
天皇像J の設置にともなって出てきたもののように思われる。
29) ~福井市史資料編 11 近現代 2 ~平成 6 年 p.936・937 には、福井新聞明治 24 年 2 月 3 日付の「福井城
跡公園化の主張」という記事が紹介されている。
30) 足羽山公園の設計者名を伝える郷土史関係の文献については、管見では『稿本福井市史(下) ~昭和 48






31) この「足羽山公園施設記」は、福井市立郷土歴史博物館に現在所蔵されているものである 。 内容は、概
要・略図・説明・工事日誌・寄附からなっている。そのほか同館には、「北陸行啓記念帖J や「行啓記念
写真帖」という貴重史料が保管されている。
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